
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　
タ
イ
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け
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華
僑
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構
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内
　
　
　
田
　
　
　
直
　
　
　
作

　
　
　
　
　
　
　
一
　
客
家
帑
の
歴
史

　
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
著
僑
社
会
の
最
高
業
成
団
体
で
あ
る
泰
国
中
華
総
商
会
に
下
風
す
る
潮
州
・
客
員
・
広
肇
・
海
南
・
福
建

・
江
浙
・
台
湾
の
七
将
、
い
わ
ゆ
る
七
属
の
う
ち
、
客
属
の
客
室
将
だ
け
は
、
地
域
的
に
限
定
さ
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
人
種
業
団
を

形
成
し
て
い
る
。

　
客
家
靭
の
出
身
地
＝
他
の
首
将
が
そ
の
出
身
地
が
明
確
に
地
域
的
に
限
定
さ
れ
う
る
の
に
対
し
て
、
客
家
将
の
場
合
は
、
そ
の
限

定
が
困
難
で
あ
っ
て
、
各
地
方
へ
の
分
散
化
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
今
、
こ
こ
に
客
家
の
方
言
の
客
語
を
語
す
客
家
業
団
の
本
国
に
お
け
る
居
注
記
域
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
タ
イ
国
に
お
け
る
華
僑
社
会
の
構
造
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す
な
わ
ち
、
純
客
住
県
三
三
県
、
非
純
客
住
（
客
室
混
在
）
県
一
〇
六
県
、
計
七
省
、
一
三
九
県
に
お
よ
ん
で
い
る
。
だ
が
、
東
南

ア
ジ
ア
地
域
に
進
出
し
た
客
家
柳
を
出
身
州
県
別
に
大
別
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
次
の
進
り
に
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
客
家
の
組
織
す
る
主
要
な
下
位
団
体
も
、
大
体
右
の
地
域
別
で
、
水
定
会
館
、
応
和
（
嘉
応
州
）
会
館
、
茶
陽

（
大
埔
）
会
館
、
恵
州
会
館
、
豊
永
大
公
司
（
福
建
省
水
定
県
、
広
東
省
潮
州
府
大
埔
県
と
豊
順
県
の
三
県
）
等
が
目
立
っ
た
存
在
で
あ
っ

て
、
そ
れ
以
外
の
江
西
省
・
広
西
省
・
湖
南
省
・
四
川
省
・
台
湾
省
方
面
か
ら
の
進
出
は
、
ほ
と
ん
ど
み
な
い
で
、
主
と
し
て
臨
海

の
福
建
・
広
東
両
省
に
居
住
す
る
も
の
が
国
外
に
進
出
し
て
、
華
僑
社
会
の
「
客
家
聊
」
を
編
成
し
て
い
る
と
い
っ
て
差
支
え
な

い
。

　
客
家
の
名
称
＝
客
家
は
前
述
の
と
お
り
、
江
西
人
で
も
、
湖
南
人
で
も
、
福
建
人
で
も
、
広
東
人
で
も
な
く
、
き
わ
め
て
移
動
性

に
富
み
、
独
自
の
習
俗
と
言
語
を
も
つ
人
種
業
団
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
客
家
と
称
せ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
定
着
的
な
広
府
系

が
本
地
=
t
r
勺
自
答
と
呼
称
さ
れ
る
の
に
対
し
、
外
省
か
ら
移
住
し
て
き
た
新
来
の
「
外
客
」
と
の
意
味
に
お
い
て
、
多
少
軽

侮
的
な
含
意
を
も
っ
て
、
客
家
=

t
h
e
H
a
k
k
a
s
｡o
r
t
h
e
K
h
e
s
と
呼
称
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
客
語
で
は
、

"
t
h
eK
h
e
s
"
と
発
音
さ
れ
る
が
、
広
府
語
の
発
音
に
よ
る
"
t
h
e

H
a
k
k
a
s
"
と
客
家
自
身
も
呼
称
す
る
場
合
が
多
い
。

　
客
家
の
南
遷
＝
漢
民
族
の
歴
史
に
一
貫
す
る
も
の
は
、
そ
の
「
甫
遷
」
の
傾
向
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
例
外
的
に
山
東
省
・
河
北
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省
等
華
北
人
が
清
未
満
州
族
の
旗
地
の
今
日
の
東
北
か
ら
、
さ
ら
に
国
境
を
こ
え
て
、
ロ
シ
ア
領
の
東
シ
ベ
リ
ア
ヘ
と
北
上
し
た
場

合
も
み
ら
れ
る
が
、
大
勢
は
南
遷
の
歴
史
で
一
貫
し
て
い
る
。

　
客
家
の
南
遷
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
客
家
出
身
の
羅
香
林
の
著
作
「
客
家
研
究
導
論
」
（
一
九
三
三
年
出
版
）
と
、
「
客
家
史
料
匯

篇
」
（
香
港
、
一
九
六
五
年
出
版
）
の
う
ち
に
、
も
っ
と
も
精
細
に
あ
と
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
先
に
出
版
さ
れ
た
図
F
W
o
r
t
h

J
H
L
u
n
t
m
g
t
o
n
｡
T
r
c
h
a
r
a
c
t
e
ro
f
R
a
c
e
s
｡
N
e
w

Y
o
r
k
｡
1
9
2
5
｡
　
の
う
ち
に
は
、
同
一
の
論
旨
で
、
よ
り
簡
略
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。

　
両
者
と
も
、
客
家
の
源
流
は
、
黄
河
流
域
中
部
の
い
わ
ゆ
る
「
中
原
」
に
あ
っ
て
、
北
は
山
西
省
長
治
県
一
帯
、
西
は
河
南
省
霊

宝
県
一
帯
、
東
は
安
徽
省
港
南
、
南
は
湖
北
省
の
黄
州
、
そ
の
中
心
は
、
河
南
省
の
予
州
と
す
る
「
中
原
の
居
民
」
で
あ
っ
た
と
し

て
い
る
。

　
中
原
の
漢
族
は
、
泰
漢
の
頃
か
ら
北
辺
の
匈
奴
・
東
胡
族
等
の
騎
馬
諸
民
族
の
侵
冦
と
、
た
び
か
さ
な
る
黄
河
の
氾
濫
の
自
然
的

災
害
の
影
響
か
ら
し
て
、
そ
の
南
遷
が
開
始
さ
れ
、
本
地
＝
｛
r
吻
呂
E
と
称
せ
ら
れ
る
先
駆
的
業
団
が
華
南
に
定
着
し
て
い
っ

た
。
客
家
は
本
地
と
同
じ
く
中
原
の
漢
族
で
あ
る
が
、
そ
の
南
遷
の
時
期
は
、
本
地
よ
り
一
時
期
遅
れ
て
、
東
晋
五
胡
の
乱
か
ら
そ

の
南
遷
の
開
始
を
み
て
い
る
。

　
今
、
羅
香
林
の
考
証
に
も
と
づ
い
て
そ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
客
家
の
南
遷
は
次
の
五
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
第
一
時
期
（
三
一
七
Ｉ
八
七
九
）
ｌ
東
晋
五
胡
の
乱
の
影
響
を
う
け
て
、
中
原
か
ら
湖
北
省
・
河
南
省
の
南
部
、
安
徽
省
・

　
　
江
西
省
と
揚
子
江
の
南
北
両
岸
に
沿
っ
て
江
西
省
の
鯖
江
の
上
下
流
へ
の
移
動

　
　
　
第
二
時
期
（
ハ
ハ
ｏ
ｌ
一
一
二
六
）
１
第
一
時
期
の
旧
居
か
ら
、
安
徽
省
南
部
、
江
西
省
の
東
南
部
、
福
建
省
の
西
南
部
か

－34－



　
　
ら
、
広
東
省
の
北
東
の
辺
界
へ
の
移
動

　
　
　
第
三
時
期
（
一
一
二
七
ｌ
一
六
四
四
）
―
金
人
の
南
下
と
、
宋
の
高
宗
の
南
渡
（
揚
子
汀
一
の
渡
江
）
の
時
期
に
、
客
家
の
一
部

　
　
は
第
二
時
期
の
旧
居
か
ら
広
東
省
の
東
部
と
北
部
へ
移
動

　
　
　
第
四
時
期
（
一
六
四
五
―
一
八
六
七
）
―
明
末
清
初
の
満
州
族
の
侵
冦
に
際
し
て
、
客
家
の
先
行
し
た
一
部
が
、
第
ニ
ー
三

　
　
時
期
の
旧
居
か
ら
、
広
東
省
の
中
部
、
四
川
省
・
広
西
省
・
湖
南
省
・
台
湾
か
ら
、
貴
州
省
・
雲
南
省
・
西
原
省
の
会
理
ま
で

　
　
移
動
し
、
さ
ら
に
同
時
に
東
南
ア
ジ
ア
に
向
っ
て
進
出
し
た
。

　
　
　
第
五
時
期
（
一
八
六
七
以
後
）
―
同
治
年
間
（
一
八
六
二
ー
一
八
七
四
）
広
東
・
広
西
事
件
、
太
平
天
国
の
乱
（
一
八
五
〇
ｌ
一

　
　
八
六
四
）
の
影
響
を
う
け
て
、
客
家
の
一
部
が
広
東
省
南
路
か
ら
海
南
島
、
さ
ら
に
東
南
ア
ジ
ア
各
地
へ
移
動

　
右
の
客
家
の
南
遷
は
、
泰
漢
初
期
に
先
行
し
た
「
本
地
」
そ
の
他
の
人
種
業
団
と
は
一
時
期
遅
れ
、
華
北
に
お
け
る
人
災
・
天
災

に
逐
わ
れ
る
以
外
に
、
南
下
し
た
と
き
は
、
す
で
に
先
行
の
人
種
業
団
が
、
耕
作
地
と
し
て
恵
ま
れ
た
韓
江
・
榕
江
・
珠
江
下
流
の

デ
ル
タ
地
帯
を
先
取
し
て
い
た
か
ら
、
耕
作
に
適
し
な
い
「
山
多
田
少
」
の
貧
瘠
の
山
岳
地
帯
を
開
拓
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
外
来
の
第
三
者
と
し
て
の
「
客
家
」
の
名
以
外
に
、
「
山
地
」
と
も
呼
称
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
二
　
客
家
の
特
性

　
客
家
は
前
述
の
ご
と
く
、
旧
居
に
お
け
る
戦
火
、
飢
饉
等
か
ら
逐
わ
れ
る
以
外
に
、
南
下
先
で
は
先
住
集
団
と
の
間
に
土
地
を
め

ぐ
る
闘
争
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
経
過
に
お
い
て
適
者
生
存
の
自
然
淘
汰
を
う
け
、
か
つ
山
岳
地
帯
の
重
労
働
か
ら
し
て
も
、
男
女
と

も
と
く
に
強
壮
な
人
種
的
業
団
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
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エ
ー
ル
大
学
研
究
数
授
の
エ
ル
ズ
ワ
ー
ス
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
＝
E
l
l
s
W
o
r
t
i
i

H
u
n
t
i
n
g
t
o
n
が
引
用
し
た
と
こ
ろ
の
、
客
家
の

中
に
生
活
し
、
中
国
国
内
を
広
く
遍
歴
し
た
ス
パ
イ
カ
ー
＝
M
r
.

S
p
i
k
e
r
の
言
に
よ
れ
ば
、
「
客
家
は
中
国
人
の
精
華
で
あ
る
」

と
さ
え
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
は
、
著
北
人
に
は
蒙
吉
族
、
も
し
く
は
満
州
族
の
血
統
が
ま
ざ
っ
て
お

り
、
著
南
人
に
は
、
マ
レ
イ
系
の
血
が
混
入
し
て
い
る
よ
う
に
も
推
測
さ
れ
る
が
、
客
家
に
関
し
て
は
、
民
族
的
混
合
物
と
い
う
よ

り
は
、
純
粋
な
中
国
人
の
原
型
と
し
て
さ
え
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
早
期
の
蒙
吉
的
要
素
の
ま
ざ
り
も
な
く
、
後
期
の
海
外
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
影
響
を
も
う
け
な
い
唯
一
の
本
物
の
中
国
人
で
あ

る
と
さ
え
高
く
評
価
し
て
い
る
。
客
家
は
清
潔
で
毎
日
入
浴
し
、
女
子
に
纒
足
の
風
習
が
な
く
、
女
子
は
尊
敬
さ
れ
て
自
由
を
享
受

し
、
そ
の
地
位
が
高
く
、
か
つ
客
家
一
般
に
は
教
育
が
と
く
に
普
及
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
客
家
に
は
刻
苦

耐
労
と
冒
険
進
取
の
特
性
が
あ
り
、
男
子
は
山
多
く
田
少
く
て
生
計
に
不
足
す
る
た
め
外
地
に
出
稼
移
民
と
し
て
離
村
し
、
山
地
の

開
拓
は
専
ら
女
子
労
働
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
各
村
落
の
祠
堂
毎
に
常
に
小
学
校
が
あ
り
、
公
産
の
彼
入
で
免
費
育
教
が
行
わ
れ
、

貧
寒
の
子
弟
も
平
等
に
数
育
を
う
け
る
道
が
開
か
れ
て
い
る
。

　
客
家
の
言
語
に
つ
い
て
は
、
南
遷
に
遅
れ
た
だ
け
な
お
河
南
省
方
面
の
華
北
オ
リ
ジ
ン
で
北
京
官
語
＝
‥
だ
[
~
d
a
r
m

l
a
n
g
u
a
g
e
の

発
音
に
近
く
、
福
建
語
、
広
東
語
と
は
別
の
言
語
系
に
な
っ
て
い
る
。
本
地
と
客
家
の
械
斗
に
よ
る
西
路
事
件
（
一
八
五
四
―
一
八
六
七
）

に
際
し
て
も
、
「
仇
客
分
声
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
さ
え
な
っ
た
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
言
語
・
慣
習
か
ら
し
て

も
、
広
・
福
両
系
と
は
相
違
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
人
種
集
団
を
形
成
し
、
地
域
的
に
比
較
的
限
定
さ
れ
な
い
客
家
帑
の
成
立
を
み
、
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
遍
在
を
み
て
い
る
。

　
客
家
籾
の
政
治
的
進
出
＝
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
の
客
家
の
漢
族
精
華
説
を
そ
の
ま
ま
受
け
い
れ
る
こ
と
仁
は
問
題
が
あ
ろ
う
が
、
客
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家
業
団
の
中
か
ら
貴
代
後
半
以
降
、
と
く
に
政
治
面
に
多
く
の
人
材
の
輩
出
を
み
、
任
侠
の
気
風
に
富
む
こ
と
か
ら
し
て
も
、
公
司

と
俗
称
さ
れ
る
秘
密
結
社
の
会
党
分
子
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
農
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

　
ボ
ル
ネ
オ
の
ポ
ン
チ
ア
ナ
に
蘭
芳
大
総
制
共
和
国
（
一
七
七
五
ｌ
一
八
八
四
）
を
創
立
せ
し
め
た
蘭
方
公
司
大
唐
総
長
の
「
羅
芳
伯
」

（
一
七
三
八
ｌ
一
八
二
一
）
は
、
梅
県
石
扇
堡
出
身
の
嘉
慶
州
客
家
で
あ
っ
た
。
同
郷
百
余
名
を
擁
し
て
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
に
対
抗
、
自

治
王
国
を
一
世
紀
間
余
に
わ
た
っ
て
持
続
せ
し
め
、
グ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
砂
金
採
取
の
ほ
か
農
林
業
、
商
業
の
振
興
に
も
つ
と
め
て
い

た
。
マ
レ
イ
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
ブ
ー
ル
で
同
族
勢
力
を
背
景
に
錫
鉱
業
開
発
の
た
め
の
自
治
王
国
を
成
立
せ
し
め
た
甲
必
丹
「
葉

徳
来
」
（
俗
称
、
葉
亜
来
、
一
八
三
七
ｌ
一
八
八
五
）
は
恵
陽
県
淡
水
鎮
週
田
郷
出
身
の
恵
州
客
家
で
あ
っ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、

隣
接
の
ペ
ラ
州
で
進
行
し
て
い
た
錫
鉱
区
を
め
ぐ
る
義
興
と
海
山
両
公
司
の
械
斗
に
お
け
る
海
山
の
首
領
の
「
鄭
景
貴
」
も
客
家
で

あ
っ
た
。
本
国
で
は
「
山
多
田
少
」
の
恵
ま
れ
な
い
自
然
環
境
か
ら
、
太
平
天
国
の
乱
（
一
八
五
〇
ｌ
一
八
六
四
）
を
ひ
き
お
こ
し
た

供
秀
全
（
広
州
府
花
県
人
、
先
代
嘉
応
州
石
境
郷
人
、
一
八
九
九
―
一
八
六
四
）
と
、
そ
の
副
将
馮
雲
山
も
客
家
で
あ
っ
て
、
上
帝
会
と
呼

称
す
る
秘
密
結
社
を
組
織
し
て
い
た
。
洪
秀
金
が
採
用
し
た
重
要
な
経
済
政
策
は
、
田
を
九
等
に
分
っ
て
土
地
均
分
を
意
図
す
る
天

朝
田
畝
制
度
（
太
平
天
国
発
好
三
年
所
刻
）
で
あ
っ
て
、
客
家
と
し
て
の
立
場
を
反
映
せ
し
め
て
い
た
。

　
太
平
天
国
没
落
二
年
後
に
出
生
し
た
孫
文
（
広
州
府
中
山
（
旧
名
、
香
山
）
県
人
、
一
八
六
六
―
一
九
二
五
）
も
、
客
家
も
し
く
は
山
地

の
一
人
で
あ
っ
て
、
一
九
○
三
年
秘
密
結
社
の
致
公
堂
に
参
加
し
て
後
、
改
訂
し
た
新
章
程
第
二
条
に
は
洪
秀
全
の
天
朝
田
畝
制
度

を
う
け
つ
い
だ
地
権
平
均
の
政
策
を
主
要
革
命
目
標
と
し
て
か
ぺ
㈹
、
そ
の
後
三
民
主
義
の
民
生
主
義
で
も
「
耕
者
有
其
田
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。

　
洪
秀
全
や
孫
文
が
主
要
革
命
目
標
と
し
て
あ
げ
た
土
地
改
革
思
想
は
「
山
地
」
と
も
い
わ
れ
た
客
家
の
環
境
に
育
て
ら
れ
た
必
至
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の
要
請
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
は
毛
沢
東
の
農
業
革
命
方
式
に
と
り
い
れ
ら
れ
、
中
華
人
民
共
和
国
一
九
五
四
年
憲
法
第
八

条
に
は
、
農
民
の
土
地
所
有
権
す
ら
が
認
め
ら
れ
、
孫
文
の
「
耕
者
有
其
田
」
の
思
想
が
生
か
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
毛
沢
東
の
農
業

革
命
方
式
を
も
っ
て
モ
ス
コ
ー
・
オ
リ
ジ
ブ
と
す
る
見
解
も
み
ら
れ
る
が
、
如
上
の
経
過
か
ら
し
て
中
国
オ
リ
ジ
ブ
と
理
解
す
る
方

が
当
然
の
帰
結
と
い
え
よ
う
。

　
海
外
の
マ
レ
イ
シ
ア
に
お
け
る
中
国
人
を
主
体
と
す
る
「
マ
ラ
ヤ
共
産
党
」
は
完
全
に
毛
沢
東
路
線
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
の
総

書
記
の
陳
平
（
在
任
、
一
九
回
七
ー
現
在
）
も
客
家
の
出
身
で
あ
る
。
毛
沢
車
が
端
金
に
江
西
ブ
ビ
エ
ト
政
府
を
組
織
し
た
の
は
一

九
三
一
年
一
一
月
七
日
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
先
中
国
に
お
け
る
ブ
ビ
エ
ト
の
嚆
矢
は
恵
州
客
家
の
彭
湃
（
広
東
省
思
州
海
豊
県
溪

東
社
人
）
が
一
九
二
七
年
一
一
月
一
七
日
に
樹
立
し
た
海
陸
豊
ブ
ビ
エ
ト
政
府
で
、
翌
年
の
三
月
ま
で
約
四
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
存
続

を
み
て
い
た
。

　
恵
州
客
家
に
は
、
孫
文
と
会
党
と
し
て
の
興
中
会
を
結
成
し
た
鄭
士
良
（
字
弼
臣
、
恩
賜
県
人
、
一
九
〇
一
没
）
が
あ
り
、
一
九
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
ｌ
　
ｘ
　
　
　
（
1
2
）

年
の
恵
州
の
彼
で
は
、
日
本
人
の
平
山
周
、
山
雨
良
ら
の
参
加
す
ら
み
て
い
た
。
同
じ
く
恵
州
客
家
の
廖
仲
凱
（
恵
州
恵
賜
県
鴨
鴨
仔

歩
人
、
一
八
七
六
―
一
九
二
五
、
中
国
同
盟
会
創
設
、
国
民
党
員
、
広
東
省
長
、
国
民
政
府
財
政
部
長
等
）
と
、
そ
の
夫
人
何
香
凝
（
広
東
省
南

海
県
人
、
中
央
人
民
政
府
委
員
、
北
京
在
住
）
と
の
子
の
廖
承
志
（
一
九
〇
八
―
中
国
ア
ジ
ブ
・
ア
ブ
リ
カ
団
結
委
員
会
主
席
、
中
日
友
好
協

会
会
長
）
は
、
Ｌ
・
Ｔ
・
貿
易
覚
え
書
の
署
名
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
要
人
と
し
て
最
近
大
き
く
登
場
し
て
き
た
薬
剤
英
（
一
九
〇
三
－
大
東
省
梅
県
人
、
中
央
政
治
局

委
員
、
国
防
委
員
会
副
主
席
）
は
嘉
応
州
客
家
で
あ
る
。
海
外
の
東
南
ア
ジ
ア
で
経
済
進
歩
の
も
っ
と
も
目
覚
ま
し
い
シ
ブ
ガ
ポ
ー
ル

の
人
民
行
動
党
内
閣
の
李
光
耀
首
相
（
一
九
二
三
ー
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
卒
業
）
は
大
埔
客
家
で
あ
り
、
首
相
就
任
後
す
で
に
一
八
年
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に
お
よ
ん
で
い
る
。

　
以
上
の
ほ
か
、
黄
花
崗
七
十
二
烈
士
の
う
ち
、
三
四
名
ま
で
が
客
家
で
あ
る
と
か
、
張
発
奎
（
始
興
人
、
第
四
軍
長
）
、
陳
烱
明
（
海

豊
人
、
広
東
省
長
）
、
陳
公
博
（
恵
州
人
、
国
民
政
府
実
業
部
長
）
、
陳
銘
枢
（
廉
県
人
、
十
九
路
軍
統
率
者
）
、
鄒
魯
（
大
埔
人
、
西
山
派
巨
頭
、

中
山
大
学
長
）
等
の
幾
多
の
客
家
系
の
政
治
家
、
軍
人
の
逸
材
を
列
記
す
る
こ
と
が
で
牡
於
。

　
政
治
的
、
軍
事
的
方
面
以
外
に
、
客
家
の
経
済
的
方
面
へ
の
進
出
に
関
し
て
は
、
張
弼
士
（
字
振
勲
、
広
東
大
埔
県
黄
塘
郷
人
、
一
八

四
〇
ｌ
一
九
一
六
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
イ
シ
ア
で
の
ゴ
ム
・
椰
子
・
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
等
の
農
園
栽
培
、
錫
鉱
業
・
本
国
の
広
州
・
恵
州
・
仏
山

・
雷
州
・
煙
台
各
地
に
織
布
・
醸
造
・
ガ
ラ
ス
器
等
の
工
場
設
置
、
大
清
銀
行
、
仏
山
鉄
道
の
経
営
、
ベ
ナ
ン
領
事
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
総
領
事
歴

（
1
4
）
　
　
　
　
ｉ
　
ｉ
　
４

任
）
や
、
胡
文
虎
（
福
建
永
定
県
金
豊
里
忠
川
郷
人
、
一
八
七
一
―
一
九
五
四
、
永
安
堂
国
薬
行
、
星
洲
日
報
・
総
匯
報
・
星
中
日
報
・
星
梹
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

報
・
星
島
日
報
・
星
暹
日
報
等
一
〇
余
の
新
聞
経
営
、
学
校
・
病
院
・
養
老
院
等
の
社
会
施
設
経
営
）
が
目
立
っ
た
存
在
で
あ
る
。
経
済
人
と

い
っ
て
も
、
こ
の
両
者
と
も
政
治
的
・
社
会
的
活
動
が
併
行
し
て
お
り
、
客
家
の
任
侠
的
特
性
を
は
っ
き
り
と
反
映
せ
し
め
て
い

る
。
客
家
が
多
少
の
蔑
視
を
う
け
な
が
ら
も
、
優
秀
な
人
種
業
団
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
説
を
肯
定
し
う
る

で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
客
家
の
姓
氏
的
結
集
力
が
異
常
に
強
固
で
あ
り
、
郷
土
の
村
落
間
で
排
他
的
な
は
げ
し
い
械
斗
が
展
開
さ
れ
、
太
平
天
国

の
乱
と
併
行
し
て
広
東
省
の
西
部
で
は
、
一
八
五
四
年
か
ら
一
八
六
七
年
に
か
け
て
本
地
と
客
家
の
間
に
「
仇
客
分
声
」
の
西
路
事

件
が
展
開
さ
れ
、
さ
ら
に
海
外
の
マ
レ
イ
シ
ア
で
は
、
一
八
六
二
―
一
八
七
四
年
間
に
客
家
の
海
山
公
司
と
四
邑
の
義
興
公
司
の
錫

鉱
区
を
め
ぐ
る
械
斗
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
軍
事
的
干
渉
み
る
に
い
た
ら
し
め
た
。
旧
金
山
の
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
で
も
、
一
八
五
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ト
ウ
ル
ム
ブ
地
区
の
金
鉱
区
を
め
ぐ
る
三
邑
精
と
客
家
偕
の
械
斗
が
あ
っ
た
。
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客
家
は
克
苦
耐
労
、
勤
勉
節
約
の
ご
と
き
徳
目
を
も
っ
て
い
る
が
、
他
方
本
地
や
土
着
と
容
易
に
同
化
す
る
こ
と
な
く
、
大
族
集

居
し
て
排
他
性
を
つ
よ
め
、
極
度
の
倹
約
と
な
り
、
利
己
主
義
に
堕
し
や
す
い
面
も
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
も
こ
れ

を
認
め
、
ま
た
主
と
し
て
西
路
事
件
を
取
扱
っ
た
「
赤
渓
県
志
巻
八
附
編
、
赤
渓
開
県
事
紀
」
に
も
、
そ
の
間
の
事
情
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
客
民
の
方
音
す
で
に
別
あ
り
、
ま
た
皆
堅
忍
耐
労
に
し
て
、
と
み
に
独
立
の
性
質
あ
る
に
因
っ
て
、
習

う
と
こ
ろ
土
着
と
同
化
せ
ず
、
こ
こ
に
お
い
て
扞
格
、
彼
此
或
い
は
猜
嫌
を
起
こ
す
こ
と
な
き
に
あ
ら
ず
」
と
あ
っ
て
、
土
客
が
方

言
と
習
俗
の
相
違
か
ら
対
立
し
、
相
互
嫌
悪
の
感
情
の
生
じ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
今
日
で
は
こ
の
よ
う
な
対
立
感
情

も
漸
次
後
退
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
は
、
西
路
事
件
の
終
末
と
と
も
に
同
治
六
年
（
一
八
六
七
）
客
家
専
住
の
地
と
し
て

新
寧
（
現
在
名
、
台
山
）
県
の
南
部
に
赤
渓
庁
（
民
国
政
元
後
は
赤
溪
県
）
が
創
設
さ
れ
た
が
、
今
日
で
は
赤
渓
県
客
家
の
組
織
す
る
赤

渓
会
館
＝
c
h
u

K
a
i
F
u
i
K
o
n
は
､
隣
接
す
る
台
山
県
・
開
平
県
・
恩
平
県
・
鶴
山
県
・
新
会
県
の
諸
会
館
を
組
織
す
る
「
本

地
」
と
と
も
に
連
合
し
て
、
マ
レ
イ
シ
ア
で
は
一
九
五
三
年
「
馬
来
亜
古
岡
州
六
邑
総
会
」
を
設
立
し
て
い
る
。
土
客
械
斗
は
も
は

や
過
去
の
史
実
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
三
　
泰
国
華
僑
客
寓
総
会
の
成
立

　
客
家
業
団
の
タ
イ
国
へ
の
進
出
に
つ
い
て
は
、
そ
の
南
遷
の
第
五
期
の
明
末
清
初
以
降
と
み
ら
れ
る
が
、
十
分
の
史
料
は
な
い
。

鄭
信
の
ト
ブ
ブ
リ
王
朝
（
一
七
六
七
ｌ
一
七
八
二
）
に
な
っ
て
、
客
属
が
バ
ン
コ
ッ
ク
の
対
岸
の
ト
ン
ブ
リ
に
、
「
三
菊
夫
人
廟
」
を

建
て
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
客
家
の
海
外
進
出
の
促
進
さ
れ
た
の
は
、
本
国
で
咸
豊
・
同
治
年
間
（
一
八
五
一
―
一
八
六

七
）
の
太
平
天
国
の
乱
（
一
八
五
〇
ｌ
一
八
六
四
）
と
西
路
事
件
（
一
八
五
四
ｌ
一
八
六
七
）
で
、
客
家
が
大
き
な
打
撃
を
う
け
た
時
期
以
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降
で
あ
っ
た
。
バ
ン
コ
ッ
ク
側
に
客
家
が
「
漢
王
廟
」
、
「
本
頭
公
廟
」
、
「
関
帝
廟
」
、
「
製
音
廟
」
等
を
建
て
た
の
も
同
年
間
で
あ
っ

た
。
ま
だ
、
宗
数
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
て
、
客
家
自
体
の
団
体
組
織
と
し
て
で
は
な
か
っ
た
。

　
太
平
天
国
の
乱
以
降
反
清
復
明
の
ス
ロ
ー
ガ
ブ
の
も
と
に
、
各
地
に
秘
密
結
社
が
組
織
化
さ
れ
は
じ
め
、
タ
イ
国
で
も
同
治
初
年

（
一
八
六
二
）
に
、
バ
ン
コ
ッ
ク
の
三
王
府
に
嘉
応
州
梅
県
人
の
李
家
仁
と
伍
福
二
に
よ
っ
て
「
集
賢
館
」
が
設
立
さ
れ
八
。

　
義
気
を
重
ん
じ
、
規
則
厳
格
で
、
秘
密
結
社
の
風
、
す
な
わ
ち
組
織
へ
の
加
入
に
際
し
て
は
、
秘
密
結
社
の
結
盟
方
式
に
よ
っ

て
、
「
斬
鶏
頭
」
を
行
っ
て
宣
誓
手
続
と
し
た
。
客
家
の
入
会
す
る
も
の
少
く
な
か
っ
た
。
そ
の
後
一
〇
年
余
を
へ
て
、
意
見
の
分

岐
か
ら
、
秘
密
結
社
と
し
て
の
「
群
英
公
司
」
と
「
明
順
公
司
」
の
二
業
団
に
分
裂
し
、
前
者
は
サ
ン
ペ
ン
街
の
製
音
亭
巷
に
、
後

者
は
今
日
の
客
属
総
商
会
の
あ
る
パ
ド
サ
イ
路
に
根
製
を
お
き
、
相
互
に
私
斗
の
風
気
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
両
派
の
対
立
抗
争
は
客

属
全
体
の
共
同
福
利
を
謀
か
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。

　
華
僑
社
会
で
は
共
同
墓
地
の
設
置
が
先
決
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
、
光
緒
十
五
年
（
一
八
八
九
）
伍
高
源
（
嘉
応
州
梅
県
松
口
人
、
広
源

隆
号
、
森
林
木
材
業
経
営
）
を
主
事
と
し
て
、
シ
ー
ロ
ム
路
に
約
五
レ
イ
の
土
地
を
購
入
し
て
、
「
客
属
義
山
」
が
完
成
し
た
。
光
絡

二
十
五
年
（
一
八
九
九
）
に
は
、
張
炳
坤
が
本
国
か
ら
道
教
神
の
呂
帝
像
を
持
ち
か
え
り
、
伍
氏
の
広
源
隆
号
内
に
安
置
し
、
後
の
力

察
旺
路
の
「
呂
帝
廟
」
と
な
っ
た
。
客
属
の
最
大
の
廟
宇
で
あ
り
、
か
つ
唯
一
の
道
教
廟
宇
と
な
っ
て
い
る
。

　
清
末
宣
統
二
年
（
一
九
一
〇
）
に
お
よ
ん
で
伍
高
源
と
、
そ
の
子
伍
佐
南
（
タ
イ
国
僑
生
、
一
八
七
九
１
一
九
三
九
）
、
陳
緝
堂
（
梅
県
白

土
郷
人
、
一
八
五
八
―
一
九
五
〇
）
ほ
か
侯
芳
利
ら
と
と
も
に
、
明
順
・
羣
英
二
派
の
徒
ら
に
死
傷
を
重
ね
る
私
斗
の
解
消
を
勧
告
し

て
両
派
を
合
併
し
「
逞
羅
客
員
会
所
」
を
「
呂
帝
廟
」
に
開
設
し
た
。
華
僑
団
体
萌
芽
期
と
も
い
う
べ
き
公
司
（
秘
密
結
社
）
時
期
を

離
脱
し
て
会
所
の
成
立
を
み
た
。
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最
初
の
会
長
は
楊
香
秀
、
副
会
長
は
伍
佐
南
で
あ
っ
た
。
会
所
は
成
立
し
て
も
、
な
分
明
順
・
羣
英
の
私
派
の
関
係
が
残
存
し
、

神
廟
・
義
山
も
会
所
の
統
一
管
理
に
お
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
民
国
二
年
に
進
徳
学
校
が
創
設
さ
れ
、
つ
い
で
パ
ド
サ
イ
路
に

三
層
楼
を
建
て
、
一
、
二
階
は
進
徳
学
校
、
三
階
に
は
関
帝
廟
と
「
客
属
別
墅
」
が
設
け
ら
れ
た
。

　
民
国
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
「
客
属
公
墅
」
を
改
め
て
「
客
属
総
会
」
と
し
、
章
程
を
定
め
、
翌
民
国
十
六
年
十
二
月
政
府
に
登

記
し
て
、
そ
の
批
准
を
う
け
、
法
人
資
格
を
獲
得
し
た
。
正
会
長
に
は
伍
佐
南
が
歴
任
し
て
、
本
会
の
発
展
は
軌
道
に
の
っ
た
。
客

属
義
山
の
地
契
を
伍
沓
源
の
名
義
か
ら
、
本
会
の
所
有
に
移
し
、
二
九
二
八
）
、
買
彼
し
た
中
華
学
校
を
尚
徳
と
改
名
（
一
九
二
九
）
、

後
「
進
徳
学
校
」
第
二
校
と
し
（
一
九
三
三
）
、
一
九
三
五
年
に
は
進
徳
学
校
は
本
会
の
直
接
管
理
と
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
羣
英

公
司
産
業
の
本
会
へ
の
移
管
に
は
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
明
順
所
有
の
産
業
の
移
管
は
容
易
に
解
決
す
る
こ
と
な
く
、
一
九
三
〇
年

に
お
よ
ん
で
、
漸
く
訴
訟
の
解
決
を
み
、
完
全
移
管
を
み
た
。

　
一
九
三
〇
年
に
は
各
神
廟
を
政
府
に
登
記
し
て
、
本
会
の
監
察
保
管
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
他
斜
紛
の
調
解
、
災
害
の
救
済

等
に
尽
力
し
、
旅
タ
イ
数
十
万
（
一
九
五
五
年
度
、
三
六
万
人
、
ス
キ
ン
ナ
ー
推
計
）
の
客
家
の
た
め
の
唯
一
の
公
共
機
関
と
し
て
の
礎

地
が
固
め
ら
れ
た
。

　
本
会
設
立
初
期
の
一
九
二
九
年
度
の
会
員
数
は
四
〇
名
余
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
三
八
年
度
に
は
一
、
三
〇
〇
名
余
と
な

り
、
一
九
五
八
年
に
は
七
、
〇
〇
〇
名
余
に
増
加
を
み
た
。
客
家
は
バ
ン
コ
ッ
ク
に
集
中
し
て
い
た
が
、
一
九
四
五
年
か
ら
内
地
各

都
市
に
も
幹
事
制
を
設
け
、
二
五
都
市
に
お
よ
ん
だ
。
同
年
組
織
の
拡
大
を
み
る
と
と
も
に
、
本
会
は
現
在
名
の
「
泰
国
華
僑
客
属

総
会
」
と
改
名
し
た
。

　
本
会
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
身
の
「
集
賢
館
」
を
創
設
し
た
の
が
、
梅
県
人
の
李
家
仁
と
伍
福
二
で
あ
り
、
暹
羅
客
属
会



所
に
改
組
し
た
の
は
梅
県
人
の
伍
沓
源
と
そ
の
子
伍
佐
南
等
で
あ
り
、
伍
佐
南
（
一
九
二
七
上
二
二
正
総
理
、
一
九
三
二
・
三
八
正
会
長
）

は
客
属
別
墅
の
法
人
組
織
と
し
て
の
基
礎
を
固
め
、
佐
南
の
弟
の
伍
東
伯
（
一
九
四
〇
―
四
四
正
主
席
、
一
九
五
三
ｌ
五
八
正
理
事
長
）
、

さ
ら
に
佐
南
の
子
の
伍
柏
林
（
一
九
四
八
、
正
理
事
長
）
、
と
伍
励
民
（
一
九
六
九
１
七
〇
年
副
理
事
長
）
等
、
嘉
応
州
梅
県
出
身
の
伍
氏

三
代
に
わ
た
る
一
族
の
人
脈
が
本
会
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　
本
会
の
彼
員
を
み
る
場
合
に
も
、
ほ
と
ん
ど
梅
県
人
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
そ
れ
に
隣
接
す
る
潮
州
府
の
大
埔
県
と
豊
順
県
出
身
客

家
が
若
干
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
て
、
バ
ン
コ
ッ
ク
の
客
家
帑
は
梅
県
を
中
心
と
す
る
嘉
応
州
（
梅
・
五
華
・
興
寧
・
蕉
嶺
・
平
遠
の

五
県
）
客
家
を
主
体
と
し
て
い
る
も
の
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
こ
の
点
、
マ
レ
イ
シ
ブ
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
が
錫
鉱
労
働
者
の

恵
州
客
家
の
木
拠
で
あ
る
こ
と
と
は
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

　
嘉
応
州
は
東
南
方
は
潮
州
の
大
埔
県
、
豊
順
県
の
客
家
居
住
地
帯
、
西
方
は
恵
州
の
和
平
県
・
竜
川
県
・
紫
金
県
・
陸
豊
県
の
客

家
専
住
県
に
囲
ま
れ
、
海
に
面
し
な
い
山
岳
地
帯
で
あ
っ
て
、
周
辺
に
非
客
家
の
居
住
を
み
な
い
で
、
ま
た
そ
れ
と
の
混
住
も
な
く
、

比
較
的
客
家
の
特
性
が
純
粋
に
保
持
さ
れ
て
お
り
、
客
家
中
の
純
血
種
と
み
ら
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ブ
が
客
家
こ

そ
中
国
人
の
ク
リ
ー
ム
で
あ
る
と
の
説
も
、
嘉
応
州
客
家
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
四
面
山
に
囲
ま
れ
る
「
山
地
」
が
世
界
の
山
国
の

人
達
と
同
じ
く
、
自
由
を
愛
し
、
教
育
が
ゆ
き
と
ど
い
て
い
る
と
の
客
家
と
の
共
同
生
活
体
験
者
の
ス
パ
イ
カ
ー
＝
M
r
.

S
p
i
k
e
r

の
記
述
を
引
用
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
バ
ン
コ
ッ
ク
華
僑
社
会
の
指
導
者
層
、
な
い
し
は
主
要
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、
客
家
偕
に
関

す
る
文
献
資
料
を
検
討
し
つ
く
し
て
み
た
が
、
重
労
働
者
移
民
と
し
て
の
特
性
を
も
つ
恵
州
客
家
の
代
表
は
一
名
だ
に
み
い
だ
し
え

な
か
っ
た
。

　
以
下
、
恵
州
客
家
と
は
相
違
し
て
、
比
較
的
に
都
市
商
業
移
民
と
し
て
の
色
彩
の
つ
よ
い
嘉
応
州
客
家
を
主
体
と
す
る
メ
ン
コ
ッ
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ク
に
お
け
る
客
家
帑
社
会
の
特
性
を
明
ら
か
な
ら
し
め
て
い
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
四
　
タ
イ
国
客
家
帑
社
会
の
構
造
と
特
性

　
タ
イ
国
に
お
け
る
客
家
精
団
体
と
し
て
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
「
泰
国
華
僑
客
属
総
会
」
が
嘉
応
州
の
梅
県
客
家
を
中
心
と
し
て

成
立
を
み
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
同
会
に
下
属
す
る
客
家
聊
団
体
と
し
て
は
、
潮
州
韓
江
上
流
の
大
埔
県
客
家
の
組
織
す
る
「
旅
暹
大
埔
公
会
」
と
、
そ

の
下
流
域
の
豊
順
県
客
家
の
組
織
す
る
「
泰
国
豊
順
会
館
」
、
さ
ら
に
嘉
応
州
興
寧
県
客
家
の
組
織
す
る
「
泰
国
典
寧
会
館
」
の
三

集
団
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
集
団
は
梅
偕
と
も
地
理
的
に
接
近
し
て
、
唇
歯
の
関
係
に
あ
り
、
客
家
の
小
方
言
、
習
俗
、
い
わ
ゆ
る

声
俗
相
同
じ
で
、
相
互
に
友
撹
関
係
も
あ
つ
い
。

　
客
語
の
方
言
に
は
、
「
海
陸
」
と
「
四
県
」
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
前
者
は
恵
州
の
海
豊
・
陸
豊
の
方
言
で
あ
り
、
後
者
は
嘉
応
州

の
五
華
・
蕉
嶺
・
平
遠
・
興
寧
の
四
県
（
事
実
上
は
梅
県
を
ふ
く
め
て
五
県
）
の
方
言
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
客
語
で
あ
っ
て
も
両
者
に

若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
福
建
省
境
の
近
接
す
る
永
定
県
客
家
を
ふ
く
め
て
、
「
豊
永
大
公
司
」
を
組
織

し
て
墓
地
を
共
同
管
理
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
豊
永
大
公
司
は
嘉
応
系
と
連
合
し
て
、
「
嘉
応
豊
永
大
連
合
荒
事
会
」
を
組
織

し
て
、
福
徳
祠
、
大
佑
公
廟
の
共
同
管
理
を
し
て
い
る
。
他
方
、
恵
州
客
家
は
嘉
応
州
客
家
よ
り
も
、
む
し
ろ
広
州
府
・
肇
慶
府
系

の
「
本
地
」
と
連
合
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
「
広
恵
肇
会
館
」
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　
バ
ブ
コ
ッ
ク
で
は
、
永
定
県
客
家
の
集
団
が
な
く
、
「
豊
永
大
」
の
成
立
を
み
て
い
な
い
が
、
地
理
的
に
接
近
し
声
俗
を
同
じ
く

す
る
嘉
応
・
豊
・
大
で
客
家
偕
社
会
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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客
属
総
会
の
下
部
に
前
述
の
ご
と
く
豊
順
と
大
埔
の
同
郷
団
体
が
あ
る
が
、
嘉
応
客
家
の
そ
れ
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
客
属
総
会

の
役
員
を
み
て
も
大
半
が
梅
県
客
家
で
あ
っ
て
、
豊
順
と
大
埔
は
マ
イ
ー
リ
テ
ィ
ー
で
、
別
に
梅
県
系
の
み
の
特
設
業
団
を
必
要
と

し
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
今
、
「
泰
国
華
僑
客
属
総
会
、
民
国
五
十
八
・
九
年
刊
」
の
同
年
度
（
一
九
六
九
―
七
〇
）
の
彼
員
理
事
総
農
三
六
名
の
出
身
県
に

つ
い
て
み
る
に
、
そ
の
識
別
さ
れ
う
る
も
の
三
一
名
の
内
訳
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
梅
県
出
身
理
事
者
数
（
名
誉
監
事
長
、
名
誉
理
事
長
を
ふ
く
む
）
　
　
　
二
三
名

　
　
大
埔
県
出
身
理
事
者
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
名

　
　
豊
順
県
出
身
理
事
者
数
（
理
事
長
を
ふ
く
む
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
名

　
　
興
寧
県
出
身
理
事
者
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
名

　
　
福
建
省
平
和
県
出
身
者
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
名

　
右
の
と
お
り
、
客
属
総
会
役
員
の
大
半
が
梅
県
出
身
者
で
固
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
豊
順
県
は
混
住
県
で
あ
る
が
、
「
泰
国
豊
順
会
館
」
の
理
事
長
以
下
の
彼
員
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
客
家
で
、
潮
州
系
と
識

別
し
う
る
も
の
は
、
監
事
長
一
名
程
度
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
、
本
会
館
は
混
住
県
出
身
者
団
体
で
あ
っ
て
も
、
客
家
集
団
と

み
な
し
て
差
支
え
な
い
。

　
大
埔
県
客
家
の
組
織
す
る
「
旅
暹
大
埔
公
会
」
は
純
客
県
集
団
で
あ
る
。
ス
キ
ブ
ナ
ー
は
タ
イ
国
に
お
け
る
客
家
人
口
総
数
を
三

ヒ
○
、
○
○
○
人
（
一
九
五
五
年
度
）
と
推
計
し
て
、
潮
州
系
に
つ
い
で
第
二
位
を
占
め
る
と
し
て
い
る
。
潮
州
系
人
口
の
パ
ン
コ
ッ
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ク
ヘ
の
都
市
集
中
型
と
は
相
違
し
て
、
客
家
系
は
バ
ン
コ
ッ
ク
の
ほ
か
ー
北
部
・
南
部
方
面
へ
の
分
散
型
入
口
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
泰
国
華
僑
客
属
総
会
」
の
会
員
総
数
は
、
九
、
七
五
四
名
（
一
九
六
七
年
度
）
、
「
旅
暹
大
埔
公
会
」
の
そ
れ
は
、
一
、
二
一
六

名
（
一
九
六
八
年
度
）
、
「
泰
国
豊
順
会
館
」
の
そ
れ
は
、
二
、
六
九
〇
名
（
一
九
六
七
年
度
）
で
あ
る
。
右
の
客
属
総
会
の
九
、
七
五

四
名
の
う
ち
、
中
央
の
バ
ン
コ
ッ
ク
・
ト
ン
ブ
リ
・
ペ
イ
ト
リ
ュ
ウ
三
府
の
会
員
数
は
、
三
、
九
二
九
名
で
総
数
の
四
〇
・
三
％

で
、
そ
の
他
の
大
半
は
各
地
に
分
散
し
て
い
る
。
大
埔
公
会
の
会
員
総
数
一
、
二
一
六
名
の
う
ち
、
中
央
の
バ
ン
コ
ッ
ク
・
ト
ン
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

リ
・
ペ
イ
ト
リ
ュ
ウ
に
居
住
す
る
も
の
六
二
九
名
、
そ
の
他
の
五
八
七
名
は
チ
ェ
ン
マ
イ
・
ブ
ン
カ
イ
以
下
の
内
地
会
員
で
あ
る
。

　
豊
順
会
館
の
場
合
は
、
会
員
総
数
二
、
六
九
〇
名
の
う
ち
、
バ
ブ
コ
ッ
ク
在
住
の
も
の
一
、
八
〇
九
名
で
過
半
数
を
占
め
、
ト
ン

ブ
リ
の
そ
れ
は
一
一
五
名
、
ブ
ン
カ
イ
一
三
九
名
、
チ
ェ
ン
ラ
イ
七
八
名
、
ペ
ト
リ
ュ
ウ
五
六
名
等
そ
の
他
南
北
各
地
に
少
数
ず
つ

分
散
を
み
て
い
る
。

　
客
家
集
団
の
特
徴
は
女
子
会
員
の
少
く
な
い
こ
と
で
あ
り
、
客
属
総
会
の
中
央
三
府
の
永
遠
会
員
数
一
、
四
八
〇
名
（
一
九
六
八

年
度
）
の
う
ち
、
女
子
会
果
は
二
二
二
名
で
二
号
ハ
ｌ
セ
ン
ト
に
相
当
し
、
大
埔
公
会
の
会
員
総
数
一
、
ニ
コ
八
名
の
う
ち
女
子
会

員
数
は
一
○
一
名
で
、
そ
の
八
・
三
八
ｌ
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
。
豊
順
会
館
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
男
女
別
は
不
明
で
あ
る
。

　
如
上
、
女
子
会
員
数
の
比
率
は
他
の
各
帑
の
そ
れ
と
比
較
す
る
場
合
き
わ
め
て
高
い
。
例
え
ば
、
日
本
の
華
僑
社
会
で
は
、
バ
ン

コ
ッ
ク
の
ご
と
く
客
家
帑
や
、
潮
州
偕
の
進
出
を
み
る
こ
と
な
く
、
他
の
広
府
・
福
建
・
三
江
　
北
叛
の
進
出
を
み
て
い
た
が
、
そ

の
場
合
女
子
会
員
は
ほ
と
ん
ど
み
い
だ
し
え
な
か
っ
た
。

　
大
姓
の
進
出
＝
次
に
、
華
僑
社
会
に
は
、
大
族
南
遷
の
傾
向
か
つ
よ
く
、
客
家
偕
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
本
国
の
郷
土
地
方
に

大
姓
集
居
の
傾
向
が
支
配
す
る
の
み
な
ら
ず
、
出
先
国
で
も
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
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今
￥
そ
の
例
示
と
し
て
、
客
員
総
会
の
バ
ン
コ
ダ
ク
・
ト
ン
ブ
リ
・
ペ
イ
ト
リ
ユ
ウ
三
府
の
永
遠
会
員
と
基
本
会
員
に
の
み
つ
い

て
、
姓
氏
別
に
第
一
位
か
ら
第
一
〇
位
ま
で
を
ひ
ら
う
と
次
の
よ
う
な
結
果
が
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
永
遠
会
員
　
　
　
　
　
　
　
基
本
会
員

　
右
は
客
属
総
会
の
会
員
総
数
九
、
七
五
四
名
の
う
ち
、
中
央
三
府
居
住
の
会
員
数
三
、
九
二
九
名
か
ら
抽
出
し
た
結
員
で
あ
る
。

右
に
ょ
れ
ば
、
永
遠
・
基
本
会
員
の
第
五
位
ま
で
は
、
共
通
し
た
順
位
で
同
姓
が
つ
づ
い
て
い
る
。
第
六
位
以
下
は
若
干
順
位
が
相

違
し
、
異
姓
が
あ
ら
わ
れ
る
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
基
本
会
員
第
八
位
の
曽
姓
、
第
九
位
ひ
廖
姓
以
外
の
各
姓
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
姓
氏
団
体
が
「
宗
親
総
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タ
イ
国
に
お
け
る
華
僑
社
会
の
構
造

会
」
と
呼
称
し
て
バ
ン
コ
ッ
ク
に
成
立
を
み
て
い
る
。
今
、
そ
れ
を
列
記
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
な
お
、
バ
ン
コ
ッ
ク
に
は
以
上
の
も
の
を
ふ
く
め
て
総
計
四
一
の
「
宗
親
総
会
」
が
あ
る
。

　
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
華
僑
社
会
の
指
導
者
達
は
、
上
位
団
体
の
「
中
華
総
商
会
」
か
ら
、
「
七
属
」
の
各
自
の
会
館
、
下
部
の

県
別
の
「
同
部
会
」
の
ほ
か
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
姓
氏
団
体
、
す
な
わ
ち
「
宗
親
総
会
」
の
彼
員
と
し
て
参
加
す
る
。
各
自
の
経
済
活

動
以
外
に
、
こ
れ
ら
の
機
関
を
通
じ
て
社
会
的
、
時
と
し
て
は
政
治
的
な
面
ま
で
の
機
能
を
員
し
、
自
治
的
、
な
い
し
は
自
衛
的
な

体
制
を
展
開
し
、
伝
続
と
慣
行
の
支
配
す
る
集
団
社
会
＝
‥
Q
O
回
医
g
S
Q
F
t
y
と
し
て
の
実
体
が
堅
固
に
構
築
さ
れ
て
ゆ
く
。
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右
の
場
合
の
「
宗
親
会
」
は
、
本
国
郷
土
社
会
の
延
長
と
み
な
し
て
差
支
え
な
い
。
例
せ
ば
、
純
客
県
の
潮
州
府
大
埔
県
に
は

「
民
国
二
十
七
年
版
大
埔
県
志
」
に
よ
れ
ば
、
八
区
五
五
郷
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
大
姓
ほ
ど
多
く
の
各
区
の
郷
村
に
ひ
ろ
が
っ
て

い
る
。
客
属
総
会
会
員
名
録
の
最
大
姓
で
あ
る
「
陳
」
姓
に
つ
い
て
み
る
と
、
八
区
一
○
二
村
に
わ
た
っ
て
居
住
し
て
い
る
。
第
２

位
の
「
黄
」
姓
は
七
区
一
三
九
村
、
第
３
位
の
「
劉
」
姓
は
ハ
区
九
五
村
、
第
４
位
の
「
李
」
姓
は
ハ
区
一
〇
八
村
、
第
５
位
の

　
「
張
」
姓
は
八
区
一
七
三
村
に
わ
た
っ
て
居
住
し
て
、
小
姓
の
「
翁
」
姓
は
一
区
一
村
、
「
丁
」
姓
は
二
区
四
村
、
「
袁
」
姓
は
四

区
四
村
、
「
彭
」
姓
は
二
区
九
村
の
ご
と
く
そ
の
居
住
範
囲
は
せ
こ
い
。
村
落
相
互
間
の
械
斗
に
お
け
る
大
姓
支
配
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
同
様
の
傾
向
は
出
先
の
社
会
に
ま
で
延
長
さ
れ
る
。
だ
が
、
今
日
で
は
か
つ
て
の
客
家
と
本
地
と
の
間
の
械
斗
の
風
習
も
後

退
し
、
宗
親
会
も
家
族
間
の
冠
婚
葬
祭
礼
を
厚
く
し
、
守
望
相
助
の
相
互
扶
助
団
体
の
地
位
を
守
旧
す
る
機
能
を
員
す
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
だ
が
、
宗
親
会
は
バ
ン
コ
ッ
ク
華
僑
社
会
の
一
肢
体
と
し
て
確
固
と
し
た
存
在
を
示
し
て
い
る
。
宗
親
会
の
上
位
に
県
別

同
郷
会
が
あ
り
、
そ
の
上
位
に
七
属
の
省
別
・
州
別
・
人
種
別
の
「
会
館
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
最
上
位
に
「
泰
国
中
華
総
商
会
」
の

成
立
を
み
て
い
る
。

　
華
僑
社
会
の
指
導
者
達
が
各
団
体
へ
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
華
僑
社
会
固
有
の
有
機
的
組
織
化
が
成
立
し
て
ゆ
く
。

客
属
総
会
か
ら
上
位
の
中
華
総
商
会
へ
は
、
理
事
長
以
下
七
名
が
総
商
会
の
会
董
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
出
身
地
別
に
は
、
梅
県

三
名
、
豊
順
県
二
名
、
福
建
客
家
二
名
で
あ
り
、
梅
県
出
身
の
副
理
事
長
は
、
総
商
会
の
副
主
席
で
も
あ
る
。

　
次
に
、
客
属
総
会
へ
の
下
位
の
同
郷
団
体
か
ら
の
役
員
参
加
は
、
総
計
三
六
名
で
、
内
訳
は
梅
県
二
〇
名
、
興
寧
県
一
名
、
大
埔

県
三
名
、
豊
順
県
二
名
、
不
明
一
二
名
と
な
っ
て
大
竹
。
前
述
の
ご
と
く
、
嘉
応
州
の
梅
県
客
家
が
支
配
的
で
あ
り
、
こ
と
に
総
会

の
創
立
者
の
梅
県
客
家
の
伍
森
源
の
系
統
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
現
在
の
副
理
事
長
は
そ
の
三
世
代
目
の
伍
励
民
で
あ
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る
。
理
事
長
は
豊
順
県
客
家
の
丘
氏
で
あ
り
、
総
商
会
の
常
務
会
董
、
丘
氏
宗
親
総
会
理
事
長
、
偸
関
連
歓
社
董
事
長
、
天
華
医
院

董
事
を
兼
任
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
兼
圧
制
は
す
べ
て
の
指
導
者
達
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
自
然
的
な
血
縁
・
地
縁
の

人
的
彼
合
関
係
の
上
に
成
立
す
る
諸
団
体
か
ら
離
れ
て
の
抽
象
的
個
人
の
存
在
は
、
華
僑
社
会
で
は
夢
想
だ
に
し
え
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
対
外
的
の
各
団
体
の
役
員
を
兼
任
す
る
以
外
に
、
対
内
的
に
山
荘
・
義
山
（
墓
地
）
、
各
神
廟
の
管
理
、
人
寿
組
（
ギ
ル
ド
的

生
命
保
険
）
、
学
校
の
校
務
、
医
院
の
運
営
、
救
災
工
作
等
に
関
連
す
る
委
員
と
し
て
も
、
有
力
出
力
・
有
銭
出
銭
の
原
則
に
よ
っ
て

奉
仕
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
各
華
僑
団
体
は
政
府
当
局
に
発
記
し
認
可
を
う
け
た
法
人
で
は
あ
る
が
、
会
員
か
ら
分
離
独
立
し
、
会
員
と
相
対
立
す
る
も
の
で

な
く
、
会
員
の
人
彼
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
、
支
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
他
方
会
員
の
人
彼
は
法
人
の
外
に
存
在
す
る
も
の
で
な

く
、
団
体
の
内
部
に
消
化
さ
れ
、
生
死
を
と
も
に
す
る
緊
密
な
結
合
関
係
の
成
立
を
み
て
い
る
。

　
華
僑
社
会
の
指
導
者
層
が
、
各
華
僑
団
体
間
に
い
か
に
イ
ブ
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
、
結
合
さ
れ
て
い
る
か
の
図
表
を
作
成
す
る

こ
と
は
、
華
僑
社
会
の
理
解
に
き
わ
め
て
示
唆
的
な
も
の
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
如
上
の
宗
法
的
な
家
族
・
郷
党
の
ご
と
き
社
会
的
諸

団
体
の
機
能
分
析
と
、
経
済
面
で
の
同
彼
公
会
を
も
と
り
あ
げ
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
一
応
客
家
帑

の
序
説
的
記
述
に
と
ど
め
て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）
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